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５．ビームタイムの期間 

    （エリア内準備期間、ビーム使用期間、撤収期間がわかるように） 

10 月 30 日からエリア内準備を開始し、同日ビーム使用開始。11 月 5 日に撤収開始。6 日に撤収完了。 

 

６．ビームの状況 

実験期間中、安定してビームが供給された。 

 

７．実験成果 

本実験は 2 種類の誘電体を規則正しく積層したフォトニック結晶に電子ビームを入射させ、各層で放出

される遷移放射を共鳴させる、共鳴遷移放射の世界初の実証実験であった。背景光として電子がガラス

基板内で形成するチェレンコフ光が予想され、この背景光と分離して信号光を観測することを目指して

いた。実験の結果、背景光は量こそ事前の見積もりのとおりに測定された一方で、そのふらつきが予想

より大きく、信号光をオンライン解析で観測することはできなかった。ただし背景光のふらつきを補正

するためのデータを、電子ビームを使用して豊富に取得できたので、今後はこのデータを詳細に解析し

て信号光の存在実証を目指す。 

 

８．結果の公表予定 

2025 年 3 月の物理学会で公表予定。また論文によっても公表を予定。（現在はどのジャーナルを選ぶか

は未定） 

 

９．今後の要望 

エレキの貸し出しを行っていただき大変助かったのだが、動かない個体が複数存在した。今後のために

不具合を報告して、別のユーザーが同じ失敗をしないようにしたいので、報告を行うシステムを用意い

ただけるとありがたい。 

 



以上 


